
背景1 検証

反映

社会実験を開催し、
未来の駅前広場で
の過ごし方を体感
いただきました。

実験の様子

奈良市
都市整備部 都市政策課

高の原駅前広場リニューアル

住民説明会資料

世代がつながる
住区がつながる 未来へつながる

次 第

開会挨拶

広場リニューアル内容の説明
1.背景と目的
2.再整備プラン
3.これからの駅前広場の運営方法

質疑応答

背景2

プロジェクトチーム会議の立ち上げ

まちびらき50年を契機に
地域住民が主導する取り組みが各地で活性化

住民と企業が連携し、
課題の一部を解消する希望に

取り組みが継続するためのサポートを検討

高の原の真ん中にある高の原駅前広場を
より使いやすく、居心地の良い空間へ

再整備計画に着手

計画に地域住民やまちづくりに取り組む方の意見を取り
入れるため、各住区からの代表者、まちづくりに取り組
む関西文化学術研究都市センター、奈良市、木津川市、
精華町の職員が参画

未来に向けた取り組みが必要
令和４年から平城・相楽ニュータウンの活性化について検討

平城・相楽ニュータウンパワーアップビジョン検討会議※1

によるアンケート調査

・高齢化への対応
人生100年時代の生き方
移動の困難さ
地域活動の世代交代

・コミュニティの充実
若い世代の地域活動の少なさ
顔が見える住民関係
単身での暮らしへの不安

・社会情勢の変化
働き方の多様化(リモートワーク)
くらしの変化(家族構成)

R2.11 「平城・相楽ニュータウ
ンのまちづくり・まち育てに向け
たアンケート調査」集計データ
より

抜粋した現状・課題

※1：関西文化学術研究都市推進機構が事務局となり、奈良市、
木津川市、精華町、UR都市機構、関西文化学術研究都市セン
ターが参画した会議

まちびらき50周年事業

未来のおとながつくるパークマーケット平城第3号近隣公園での
「ミニお月見会」

駅前広場での
花いっぱい運動

高の原で育った人が 帰ってきたくなる

高の原らしいまち

20年後の未来の高の原の姿

駅前広場再整備において重要視

住区の境を越えて、知人・友人・仲間の

“つながり”をつくれる駅前広場

未来のまちの姿(PT会議第1回)
高の原らしさにつながり、未来の高の原で実現したいまちの
姿を議論・整理した際のキーワード。

これらを踏まえ、駅前広場で取り組む内容を、計9回のプロ
ジェクトチーム会議で議論してきました。

育てていくモノ・コト
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再整備計画イメージパース

再整備計画の詳しい説明は、裏面です⇒

検討項目
●エリアごとの使い方⇒ゾーニング
●各エリアのコンセプト
●機能の配置
●整備後の運営方法



■高の原駅前再整備計画の概要

■これからの駅前広場の運営方法 ■説明動画はこちらから、
▼ご覧いただけます▼

◀QRコードを読込み
再生ボタンを押してください

問合せ先 奈良市 都市整備部 都市政策課
Email：toshiseisaku@city.nara.lg.jp

■リザーブゾーンの活用

「高の原で育った人が帰ってきたくなるまち」
の実現のため活用を検討

今後、事業者へヒアリングなどを実施

奈良市や地域住民とともに、「未来の高の原の姿」
の実現に向けて、連携いただける事業者を選定

地域に根差した事業を展開

エリアマネジメント（民間事業者による広場の管理）

地域の利害関係者が協力し、
地域の魅力や価値を高めるために駅前広場を活用

自主イベント開催
スペース貸し
賑わい施設運営
情報発信スペース

広場の植栽管理
日常清掃
ベンチの設置・管理

利益を
原資に
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